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高
度
化
す
る
時
代
に
貢
献
で
き
る

医
療
人
材
を
育
成

教
育
理
念
と
し
て
「
自
分
流
（1）

」
を
掲
げ
、

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行
動
し
、
そ
の
結

果
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
帝
京
大
学
。
そ
の
実
現
に

向
け
、「
実
学
」「
国
際
性
」「
開
放
性
」
の
３
つ
を
教

育
指
針
に
据
え
、
主
体
的
な
学
び
と
多
角
的
な
視
点
を

養
う
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
は
10
学
部
31
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し

て
の
強
み
を
生
か
し
、
学
問
分
野
を
超
え
た
連
携
や
文

理
融
合
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年

に
は
先
端
総
合
研
究
機
構
を
設
立
し
、
Ａ
Ｉ
や
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
を
軸
と
し
た
先
進
的
な
研
究
に
取
り
組

む
一
方
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、
研
究
成
果
の
社
会
実
装
と
実

践
的
な
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
劇

的
に
進
化
を
遂
げ
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
知
識
を
習
得

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
活
用
す
る
力
や
、
実
体
験
、

対
話
、
挑
戦
と
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
学
び
続
け
る
力
を

育
む
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」
と
冲
永
佳
史
理
事
長
・

学
長
は
説
明
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
帝
京

大
学
の
医
療
系
学
部
で
す
。
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
平
均
寿
命
の
延
伸
だ
け
で
な
く
、
健
康
上
の
制
約

な
く
生
活
で
き
る
健
康
寿
命
の
延
伸
が
重
要
な
社
会
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

医
療
・
介
護
需
要
の
増
大
や
医
療
技
術
の
高
度
化
、

多
職
種
連
携
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
高
度
な
専
門
知

識
と
実
践
力
、
さ
ら
に
は
高
い
倫
理
観
を
備
え
た
医
療

人
材
の
育
成
は
、
持
続
可
能
な
医
療
体
制
を
支
え
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
社
会
的
要
請
を
背
景
に
、

医
学
部
、
薬
学
部
、
医
療
技
術
学
部
、
福
岡
医
療
技
術

学
部
の
医
療
系
学
部
を
擁
す
る
帝
京
大
学
の
教
育
・
研

究
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

実
践
力
と
人
間
性
を
備
え
た

「
よ
き
医
師
」
を
育
て
る
医
学
部

医
学
部
が
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、

最
新
の
医
学
知
識
・
技
量
を
身
に
つ
け
た

よ
き
医
師
の
育
成
で
す
。
医
師
に
求
め
ら

れ
る
医
学
知
識
や
診
療
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
豊
か
な
人
間
性
な
ど
、
人
と

向
き
合
う
力
を
重
視
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

教
育
で
は
、
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
を
有
機
的
に
結

び
付
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
。
短
期
間
に
少
数
の

科
目
を
集
中
し
て
学
ぶ
積
み
上
げ
方
式
に
よ
り
、
知
識

を
段
階
的
に
積
み
重
ね
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
異
な
る
視
点
か
ら
繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
で
、
確
実

な
知
識
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
で
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
数
多
く
取
り
入
れ
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
考
え
、

解
決
す
る
力
を
養
成
。
国
家
試
験
合
格
に
必
要
な
知

識
・
技
量
の
修
得
に
加
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続

け
る
医
師
と
し
て
の
基
礎
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

学
び
の
舞
台
と
な
る
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
帝
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
に
、
医
学
部
、
薬
学
部
、

医
療
技
術
学
部
が
集
結
す
る
医
療
系
教
育
の
拠
点
で
す
。

特
定
機
能
病
院
で
あ
る
附
属
病
院
で
は
、
高
度
急
性
期

医
療
か
ら
救
急
医
療
ま
で
幅
広
い
症
例
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
早
い
段
階
か
ら
実
践
的
な
臨
床
教
育
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
師
だ
け
で
な
く
薬
剤
師
、
看
護

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
な
ど
を
目
指

す
学
生
と
共
に
学
ぶ
機
会
も
豊
富
で
、
現
代
医
療
に
欠

か
せ
な
い
「
チ
ー
ム
医
療
（2）

」
を
学
生
時
代
か
ら
体
験

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
学
部
で
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
高
機
能

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
各
種
医
療
機
器
を
備
え
、
心
肺
蘇

生
や
医
療
手
技
の
実
践
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
救
急
対

応
な
ど
を
繰
り
返
し
練
習
で
き
る
環
境
を
整
備
。
本
物

の
医
療
現
場
に
出
る
前
に
十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

む
こ
と
で
、
知
識
だ
け
で
な
く
実
践
力
と
判
断
力
を
養

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
修

支
援
も
充
実
し
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学

べ
る
教
育
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、
基
礎
医
学
か
ら
臨
床
医
学
ま
で
幅
広

い
分
野
で
活
発
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
大

学
院
の
医
学
研
究
科
や
附
属
病
院
と
の
連
携
の
も
と
、

が
ん
、
感
染
症
、
再
生
医
療
、
免
疫
学
、
脳
・
神
経
疾

患
な
ど
多
様
な
領
域
で
研
究
を
展
開
し
、
専
門
分
野
間

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
研
究

成
果
の
臨
床
応
用
や
、
診
療
現
場
で
生
じ
た
課
題
を
研

究
へ
と
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
も
研
究
マ
イ
ン
ド
を
育
む
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、

将
来
、
臨
床
医
と
し
て
だ
け
で
な
く
医
学
研
究
者
と
し
て

も
活
躍
で
き
る
素
養
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
帝

京
大
学
医
学
部
は
、
実
践
的
な
臨
床
教
育
、
充
実
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
最
先
端
の
研
究
環
境
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、
確
か
な
知
識
と
技
術
、
そ
し
て
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
う
温
か
な
人
間
性
を
兼
ね
備
え
た
次

世
代
の
医
師
を
育
成
し
て
い
る
の
で
す
。

変
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

最
先
端
の
医
療
系
３
学
部

帝
京
大
学
で
は
医
学
部
の
ほ
か
、
薬
学
部
、

医
療
技
術
学
部
、
福
岡
医
療
技
術
学
部
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

知
識
と
技
術
、
そ
し
て
人
間
性
を
兼
ね
備
え
た
医
療
人

を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

薬
学
部
で
は
６
年
制
教
育
の
も
と
、
薬
剤
師
と
し
て

必
要
な
高
度
な
専
門
知
識
と
臨
床
能
力
を
養
い
ま
す
。

ま
た
、
充
実
し
た
実
務
実
習
や
研
究
活
動
を
通
じ
て
、

病
院
薬
剤
師
や
保
険
薬
局
、
製
薬
企
業
な
ど
幅
広
い
分

野
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
。
医
療
現
場
で
求
め
ら

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
問
題
解
決
力
も
重

視
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
技
術
学
部
は
、
視
能
矯
正
学
科
、
看
護
学
科
、

診
療
放
射
線
学
科
、
臨
床
検
査
学
科
、
ス
ポ
ー
ツ
医
療

学
科
、
柔
道
整
復
学
科
の
幅
広
い
分
野
を
擁
し
、
専
門

知
識
・
技
能
に
加
え
、
倫
理
観
や
創
造
性
、
問
題
解
決

能
力
を
備
え
た
医
療
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
医
学
部
附
属
病
院
に
隣
接
す
る
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

を
は
じ
め
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
を
生
か
し
た
臨
床

実
習
や
演
習
を
通
じ
て
実
践
力
を
磨
き
ま
す
。

　

福
岡
医
療
技
術
学
部
で
は
、
理
学
療
法
学
科
、
作
業

療
法
学
科
、
看
護
学
科
、
診
療
放
射
線
学
科
、
医
療
技

術
学
科
の
各
分
野
で
、
地
域
医
療
・
高
度
医
療
・
チ
ー

ム
医
療
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
臨
床
経
験

豊
富
な
教
員
に
よ
る
少
人
数
教
育
に
加
え
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
最
新
機
器
や
病
院
を
再
現
し
た
実
習
施
設

を
活
用
し
た
実
践
教
育
を
展
開
。
１
年
次
か
ら
段
階
的

に
実
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
高
い
専
門
性
と
現
場

対
応
力
を
身
に
付
け
ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
健
康
を

支
え
る
医
療
人
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

科
学
技
術
の
進
化
や
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
医

療
人
材
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
高

度
化
し
て
い
ま
す
。

帝
京
大
学
医
学

部
・
薬
学
部
・
医

療
技
術
学
部
・
福

岡
医
療
技
術
学
部

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
専
門
分
野
を

担
い
な
が
ら
も
、

教
育
・
研
究
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図

り
、
人
々
の
健
康

と
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
ま
す
。

（1） 自分流
　生き方の哲学のこと。帝京大学では
「自分のなすべきこと、興味あること
を見つけだし、自分の生まれ持った個
性を最大限生かすべく知識や技術を習
得し、それを自分の力として行動する。
そしてその結果については自分自身が
責任をもつこと」と説明し、この自分
流の生き方を学生に身につけてもらう
ために支援している。

帝京大学
〒173-8605　東京都板橋区加賀2-11-1
入試センター　TEL 0120-335933
https://www.teikyo-u.ac.jp/

冲
おきながよしひと

永佳史理事長・学長
慶應義塾大学大学院理工学研究科博士課
程修了。博士（工学）。2002年、学校法人
帝京大学理事長・学長。2009年、帝京大
学短期大学学長を兼任、現在に至る。

教育理念「自分流」のもと、医療の
未来を切り拓き、患者さん一人ひとりに
寄り添う次代の高度医療人を育成

Teikyo University

帝京大学

　人生100年時代を迎え、健康寿命の延伸や高度医療の発展、AI・デジタル
技術の進展など、医療を取り巻く環境は大きく変化しています。こうした時
代に求められるのは、高度な専門知識や技術に加え、多職種と連携しながら
患者さん一人ひとりに寄り添うことのできる医療人です。
　帝京大学では「実学」「国際性」「開放性」の教育指針のもと、医学部、薬
学部、医療技術学部、福岡医療技術学部がそれぞれの専門性を生かしながら
連携し、実践力と豊かな人間性を兼ね備えた人材を育成。充実した附属病院
や最新設備を活用した実践教育、学部横断型の学びなどを通じ、医療の未来
を切り拓き、地域社会や世界に貢献できる医療人の育成に取り組んでいます。

大学HP

SU
MMARY

（2） チーム医療
　現代の医療では、医師だけでなく、
看護師や薬剤師、臨床検査技師など多
職種が専門性を持ち寄り、連携して患
者さんを支える「チーム医療」が不可
欠となっている。帝京大学では、板橋
キャンパスに医学部・薬学部・医療技
術学部を集約し、学生同士が学部の枠
を超えて交流・協働しながら実践的に
チーム医療を学ぶ環境を整備。多職種
連携を担う次世代の医療人を育成して
いる。

最先端のチーム医療が学べる帝京大学板橋キャンパスPICK UP

医学部  薬学部  医療技術学部
福岡医療技術学部

薬学部
医学部

医療技術学部医療系3学部によるチーム医療

板橋キャンパス

福岡キャンパス
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